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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文では，高等植物シロイヌナズナから，タンパク質のリン酸化を介した細胞内情報伝達に関与
するプロテインキナーゼ，特にMAPキナーゼ遺伝子を多数単離し，その構造と機能を解明する研究
を行っている。まず始めに，動物や酵母等のプロテインキナーゼ遺伝子に共通して存在する塩基配列
を合成し，この塩基配列をプライマーとして用いたポリメラーゼチェインリアクション（PCR）法によっ
て，シロイヌナズナのさまざまなプロテインキナーゼ遺伝子断片を単離した。次に，この遺伝子断片
をもとに，さまざまな組織から構築したcDNAライブラリーを用い，各々のプロテインキナーゼ遺伝
子に対応する全長のcDNAを単離した。このようにして得られた多数のプロテインキナーゼ遺伝子の
うち，その塩基配列からMAPキナーゼと予想されるものについて，その遺伝子を大腸菌に導入して
転写翻訳産物を大量に調節し，この遺伝子産物について，試験官内でのリン酸化活性あるいはゲル内
リン酸化反応等を調べ，この遺伝子産物が実際にプロテインキナーゼ活性を持つことおよびMlAPキ
ナーゼとして機能することを証明した。さらに，本研究で9種類のMAPキナーゼ遺伝子が単離され
たことから，シロイヌナズナでは，動物とは異なり，MAPキナーゼ遺伝子が大きなファミリーとし
て存在し，多様な機能を果たしている可能性を示した。
　一方，動物や酵母においては王MAPキナーゼを活性化する別なプロテインキナーゼ（MAPキナー
ゼキナーゼ；MAPKK）やこのMAPKKを活性化するさらに上流のプロテインキナーゼ（MAPキナー
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ゼキナーゼキナーゼ；MAPKKK）が存在し，このようなプロテインキナーゼがプロテインキナーゼカ
スケードを構成することで細胞内情報伝達を行っていることが知られていることから，シロイヌナズ
ナにも同様なプロテインキナーゼカスケードが存在すると考え，PCR法によってこのような遺伝子を
クローン化することを試み，シロイヌナズナのMARKKおよびMARKKK，さらには，MAPキナーゼ
の下流側の遺伝子についてもクローン化に成功し，シロイヌナズナのような高等植物においても，動
物や酵母と類似のプロテインキナーゼカスケードが存在することを明らかにした。
　一方，本研究で得られた多数のMAPキナーゼ遺伝子やプロテインキナーゼカスケードを構成して
いる各々のプロテインキナーゼ遺伝子の発現を引き起こす環境因子や植物ホルモンの種類を明らかに
するため，植物個体全体を低温，高温，乾燥，高濃度食塩，オーキシン，アブシジン酸等で処理し，
その時にこのようなプロテインキナーゼ遺伝子がどのように発現するかをノーザン法で詳細に解析し
た。その結果，MAPキナーゼ遺伝子は，その種類によって発現に違いが見られ，特に発現の時聞的
タイミングが異なることを示した。また，MAPキナーゼ遺伝子の一つであるATMPK3は，このよう
な処理によって5分以内というきわめて短時間のうちに発現が誘導されることも明らかにした6さら
に，MAPキナーゼカスケードを構成する各々のプロテインキナーゼ遺伝子も，ATMPK3と同様に，
このようなさまざまな処理によって5分以内に発現が誘導されることを明らかにした。このような結
果から，高等植物であるシロイヌナズナにおいては，動物や酵母とは全く異なり，細胞外のさまざま
な環境因子によってプロテインキナーゼカスケードを構成する多くのプロテインキナーゼ遺伝子が短
時聞のうちに新たに発現することで情報伝達の全体を活性化させている可能性を示した。
審　　査　　の　　要　　旨
　植物細胞の機能調節にきわめて重要な役割を果たすと考えられるMAPキナーゼを始めとするさま
ざまなプロテインキナーゼの遺伝子を世界に先駆けて単離し，その特徴的な発現特性を明らかにし，
さらにその機能解明をも試みた本論文は，高等植物における細胞内情報伝達の分子機構を解明するた
めのきわめて重要な基礎を築いた点で世界的にも高く評価されるものである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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